
1212月
定

例
会

月
定

例
会

第第
160
160 号号

令
和
８
年
（2026年

）２
月
１
日

令
和
８
年
（2026年

）２
月
１
日繭だんご

　桑木に飾り

　　　　　小正月
◯
議
案
審
議
　
　
　
◯
一
般
質
問



2

　第249回定例会は、12月2日から12月５日の４日間の会期で開催され、議案13件、発議２件が審議され、
原案どおり可決されました。一般質問では、８人の議員が町の考えや施策を質しました。

第249回滑川町議会12月定例会

議案番号 件　　名
条例に関する議案

議案第69号
乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定
法律の改正に基づく基準を定める条例の制定

議案第70号
町長等の給与等に関する条例の一部改正
人事院勧告に準じ、期末手当を年間4.60 月分から 4.65 月分に引上げ

議案第71号
一般職職員の給与に関する条例の一部改正
人事院勧告に準じ、期末手当、勤勉手当、給料表の引上げ

議案第72号
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正
法律の改正に基づく基準を定める条例の一部改正

議案第73号
家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
法律の改正に基づく基準を定める条例の一部改正

議案第74号
放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
法律の改正に基づく基準を定める条例の一部改正

議案第75号
重度心身障害者医療費の助成に関する条例の一部改正
埼玉県補助金交付要綱の改正に基づく条例の一部改正

議案第77号
布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の一部改正
政令及び省令の改正に基づく条例の一部改正

令和７年度滑川町補正予算に関する議案

議案第78号 一般会計（第４号）
歳入歳出に229,757 千円を追加し、9,257,033 千円とする

議案第79号 国民健康保険特別会計（第２号）
歳入歳出に216,028 千円を追加し、1,643,449 千円とする

議案第80号 水道事業会計（第３号）
職員給与費引上げによる増額

議案第81号 下水道事業会計（第３号）
職員給与費引上げによる増額

その他の議案
発議第5号
（請願に基づく） ゲノム編集食品の表示義務化に関する意見書

議案番号 審議結果一覧

議席
番号 １ 2 3 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 議長

結
果

小
澤　
　

実

上
野　

葉
月

瀬
上　

邦
久

阿
部　

弘
明

西
宮　

俊
明

北
堀　

一
廣

松
本　

幾
雄

赤
沼　

正
副

原　
　
　

徹

谷
嶋　
　

稔

中
西　

文
寿

吉
野　

正
浩

井
上　
　

章

内
田　

敏
雄

条例に関する議案

議案第76号
国民健康保険税条例の一部改正 賛成

多数 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国民健康保険税の税率等の改正

発議第４号
議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正 賛成

多数 ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
人事院勧告に準じ、期末手当を年間4.60月分から4.65月分に引上げ

● 審議の分かれた議案

※〇は賛成　×は反対　
※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します。

● 全員賛成の議案
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議
案
審
議

議
案
審
議

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
＆
Ａ

議

案

第

76

号

国
保
税
の
異
常
な
値
上
げ

を
抑
え
る
「
均
等
割
」
の

減
免
制
度
を

Q
現
在
の
町
の
国
保
税
は
全
県

平
均
よ
り
も
高
い
の
で
は
な
い
か
。

一
人
世
帯
63
歳
で
所
得
が
１
０
０

万
円
の
場
合
は
全
県
平
均
で
は
13

万
６
９
７
円
。
町
で
は
14
万
１
２

０
０
円
。
4
人
世
帯
で
夫
婦
所
得

が
２
０
０
万
、
子
供
が
高
校
生
と

中
学
生
の
場
合
、
全
県
平
均
で
36

万
４
３
２
円
、
町
で
は
39
万
４
４

０
０
円
だ
。
所
得
３
０
０
万
円
の

場
合
は
、全
県
平
均
で
52
万
１
１

５
２
円
、
町
で
は
57
万
２
０
０
円

だ
。
国
保
税
制
度
は
国
民
が
安
心

し
て
医
療
に
か
か
れ
る
憲
法
25
条

で
保
障
さ
れ
た
制
度
の
一つ
だ
。

と
こ
ろ
が
、
国
保
税
を
払
う
こ
と

で
生
活
を
切
り
詰
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
近
隣
の
嵐
山
町
や
鳩
山

町
な
ど
で
や
っ
て
い
る
均
等
割
の

減
免
制
度
を
行
う
べ
き
だ
。

A
一
般
会
計
よ
り
国
保
基
金
へ

財
源
を
投
入
し
て
全
体
的
に
引
き

下
げ
て
い
る
。
均
等
割
の
減
免
に

つ
い
て
は
導
入
し
な
い
。

議

案

第

78

号

財
政
調
整
基
金
の
残
高
は

Q
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
が
マ

イ
ナ
ス
１
０
０
０
万
と
な
り
、
財

政
調
整
基
金
の
残
高
は
い
く
ら
か
。

A
財
政
調
整
基
金
の
年
度
末
の

残
高
の
見
込
み
は
８
億
６
２
３
７

万
８
５
９
０
円
を
見
込
ん
で
い

る
。Qこ

の
残
高
で
十
分
な
の
か
。

A
町
で
は
標
準
財
政
規
模
に
対

し
て
20
％
と
い
う
基
準
で
や
っ
て

き
た
。
今
後
は
そ
の
基
準
も
見
直

し
を
予
定
し
て
い
る
が
こ
の
財
政

調
整
基
金
で
可
能
だ
。

Q
総
務
費
の
光
熱
費
１
９
０
万

の
増
額
。
電
気
料
金
な
ど
の
値
上

が
り
が
続
い
て
い
る
。
削
減
の
努

力
は
。

A
役
場
庁
舎
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
。
事
務
室
に
お
い

て
は
、
業
務
の
時
間
内
の
み
電
気

を
つ
け
る
。
昼
休
み
等
も
消
灯
す

る
な
ど
努
め
て
い
る
。

Q
昼
休
み
は
住
民
の
皆
さ
ん
が

来
庁
す
る
時
間
で
も
あ
り
、
住
民

感
覚
で
は
「
お
休
み
の
と
き
に
来

て
は
い
け
な
い
の
か
」と
な
る
が
。

A
昼
休
み
に
町
民
の
方
等
が
来

ら
れ
た
場
合
は
、
当
然
電
気
を
つ

け
て
対
応
し
て
い
る
。

Q
庁
舎
に
は
太
陽
光
発
電
の
パ

ネ
ル
が
あ
り
発
電
し
て
い
る
が
効

果
は
ど
の
く
ら
い
か
。

A
役
場
に
は
約
20
キ
ロ
発
電
の

太
陽
光
が
つ
い
て
い
る
。
10
年
以

上
経
過
し
発
電
力
も
減
っ
て
い
る
。

光
熱
費
の
削
減
努
力
と
太

陽
光
発
電
の
効
果
は

討　
　
　

論

議
案
第
76
号

滑
川
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て反　

　
　

対

国
保
税
の
引
き
上
げ
に
反
対
す

る
。
大
幅
な
引
き
上
げ
は
、
諸
物

価
高
騰
の
中
で
住
民
生
活
を
さ
ら

に
脅
か
す
も
の
に
な
る
。
本
来
、

国
保
制
度
は
社
会
保
障
の
制
度

だ
。
住
民
の
暮
ら
し
、
医
療
に
か

か
る
権
利
を
保
障
す
る
も
の
だ
。

し
か
し
、
こ
の
間
の
連
続
し
た
値

上
げ
に
よ
っ
て
、
多
く
の
住
民
か
ら

「
払
い
き
れ
な
い
」
と
い
う
言
葉

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
全
県
の
平

均
と
比
べ
て
も
、
町
の
国
保
税
は

高
い
。
少
な
く
と
も
全
県
の
平
均

値
を
守
る
金
額
に
す
る
必
要
が
あ

る
。
各
自
治
体
で
行
わ
れ
て
い
る

均
等
割
に
つ
い
て
の
減
免
措
置
を

町
も
や
る
べ
き
だ
。

Q
役
場
内
に
太
陽
光
発
電
に
関

す
る
指
標
を
示
す
表
示
は
な
か
っ

た
か
。

A
町
役
場
に
お
い
て
の
発
電
の

能
力
を
表
示
す
る
設
備
は
今
ま
で

常
時
は
つ
け
て
い
な
い
。

Q
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

修
繕
料
と
し
て
58
万
３
千
円
。
空

調
が
壊
れ
修
繕
を
行
っ
た
が
他
に

も
問
題
が
生
じ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。そ
こ
は
修
繕
し
な
い
の
か
。

A
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
を
建
設
す
る
予
定
だ
。
現
状

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
不

具
合
を
生
じ
た
箇
所
だ
け
を
修
繕

し
て
い
く
予
定
。

Q
空
調
が
暑
い
夏
に
壊
れ
直
す

し
か
な
い
。
そ
の
他
、
集
会
室
の

カ
ー
テ
ン(

暗
幕)

が
ボ
ロ
ボ
ロ

で
閉
ま
ら
な
い
。
廊
下
の
床
に
危

な
い
か
ら
注
意
し
て
く
だ
さ
い
と

あ
る
。
こ
れ
は
所
有
者
の
責
任
に

お
い
て
改
善
す
る
べ
き
で
は
な
い

の
か
。

A
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
建
設
に
向
け
て
、
注
力
を
し

て
い
く
。
現
在
の
も
の
は
そ
の
ま

ま
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
。
必
要
な

修
理
等
は
し
て
い
く
が
2
年
後
に

新
し
い
施
設
が
で
き
る
。
過
度
な

も
の
は
行
わ
な
い
。

コ
ミ
セ
ン
の
空
調
の
修

繕
、
他
の
修
繕
も
行
う
べ

き
だ

役場庁舎屋上設置の太陽光パネル

0

2億円

4億円

6億円

8億円

10億円

12億円

14億円

令和2年度
2020年度

4億2248万2950円

8億5069万4552円

12億2069万9532円
11億2070万4562円 11億2421万7590円

8億6237万8590円

令和3年度
2021年度

令和4年度
2022年度

令和5年度
2023年度

令和6年度
2024年度

令和7年度
2025年度

財務調整基金決算年度末現在高（令和7年度は見込み額）
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Q
空
調
が
壊
れ
た
こ
と
で
様
々

な
団
体
が
他
の
会
場
を
、
借
り
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
。
そ
の
期
間

の
補
償
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
る

の
か
。

A
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
大
変

ご
不
便
を
お
か
け
し
た
。
そ
の
間

は
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
等
を
設

置
。
ま
た
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
エ

コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
、
文

化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
等
を
案
内

し
た
。
今
ま
で
に
大
き
な
苦
情
は

来
て
い
な
い
。
補
償
は
考
え
て
い

な
い
。

Q
物
価
高
騰
対
応
の
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
使
っ
た
事
業
者
支

援
で
、
１
０
０
万
円
の
補
正
が
あ

る
。
最
終
的
に
申
請
さ
れ
た
件
数

は
。A昨

年
度
の
補
正
予
算
で
４
０

０
件
分
。
４
０
０
件
分
×
５
万
円

で
２
０
０
０
万
円
だ
。
今
回
新
た

に
補
正
で
１
０
０
万
円
と
な
っ

た
。
最
終
的
に
４
１
０
名
か
ら
４

２
０
名
ぐ
ら
い
だ
。

Q
減
額
の
理
由
は
。

A
10
月
か
ら
１
月
ま
で
の
高
齢

者
を
対
象
と
し
た
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
実
績
に
よ
り
減
額
し

た
。Q12

月
で
期
間
中
だ
が
、
も
う

予
測
を
立
て
て
減
額
す
る
の
か
。

A
当
初
予
算
の
と
き
に
は
、
国

か
ら
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
助

成
金
が
実
施
さ
れ
る
か
不
明
確
な

状
況
だ
っ
た
。
昨
年
の
実
績
に
基

づ
い
て
予
算
計
上
し
た
。

Q
接
種
率
の
見
込
み
や
接
種
率

の
進
み
具
合
と
い
う
よ
り
は
、
国

か
ら
の
補
助
金
の
そ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
や
額
の
査
定
と
い
う
と
こ
ろ
で

の
減
額
し
た
と
い
う
こ
と
か
。

物
価
高
騰
対
策
支
援
金
の

件
数
は

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
委
託
料
マ
イ
ナ
ス

５
０
０
万
円

Q
臨
時
駐
車
場
調
査
等
業
務
委

託
料
50
万
円
の
内
容
は
。

A
臨
時
駐
車
場
と
す
る
予
定
場

所
の
調
査
を
行
う
。
新
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る
と
現

在
の
職
員
駐
車
場
が
使
え
な
く
な

る
た
め
、
代
替
用
地
を
調
査
を
し

て
確
保
す
る
。
役
場
周
辺
に
数
ヶ

所
検
討
し
て
い
る
用
地
は
あ
る

が
、
今
後
の
借
用
料
金
等
に
も
関

わ
っ
て
く
る
た
め
詳
細
な
場
所
説

明
は
控
え
る
。

Q
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
駐
車
場
に

建
設
し
、
駐
車
場
が
足
り
な
く
な

る
の
は
予
想
で
き
た
。
以
前
尋
ね

た
際
は
今
あ
る
駐
車
場
で
足
り
る

は
ず
で
新
規
に
は
考
え
て
い
な
い

と
の
こ
と
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い

る
。
新
た
に
借
用
ま
た
は
購
入
す

る
の
か
。

A
新
た
に
借
用
ま
た
は
購
入
す

る
。
費
用
は
極
力
か
か
ら
な
い
よ

う
選
定
し
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
費

金
を
充
当
し
て
工
事
を
行
う
予
定

で
あ
る
。

Q
要
保
護
準
要
保
護
指
導
援
助

費
が
、
月
小
だ
け
に
増
額
補
正
が

出
て
い
る
が
理
由
は
。

A
月
小
の
支
給
対
象
者
の
数
が

当
初
の
見
込
み
よ
り
も
多
か
っ
た

た
め
。

Q
月
小
だ
け
が
増
加
傾
向
な
の

か
。A月

小
・
宮
小
・
福
小
・
滑
中

と
も
就
学
援
助
者
は
増
加
傾
向
で

あ
る
。
ま
た
、
新
入
学
用
品
費
・

学
用
品
費
・
修
学
旅
行
費
等
そ
れ

ぞ
れ
の
費
目
で
国
の
補
助
単
価
が

増
額
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
点
も
含

め
こ
の
予
算
は
増
加
傾
向
に
あ
る

と
言
え
る
。

A
そ
の
理
解
で
よ
い
。

Q
破
損
は
経
年
劣
化
に
よ
る
も

の
か
。

A
多
目
的
ト
イ
レ
扉
の
鍵
が
壊

れ
、
経
年
劣
化
の
要
素
が
強
い
。

扉
の
鍵
部
分
だ
け
が
損
傷
し
た

が
、
扉
ご
と
の
交
換
以
外
は
修
繕

不
可
能
で
扉
全
て
の
交
換
と
な
っ

た
。Q

経
緯
は
。

A
開
校
当
時
に
プ
ー
ル
南
側
に

整
備
し
、
植
栽
と
池
・
小
さ
な
水

路
が
あ
る
。
遮
水
シ
ー
ト
・
防
水

シ
ー
ト
が
破
損
し
て
水
が
た
め
ら

れ
な
く
な
り
、
年
度
当
初
に
は
水

路
が
干
上
が
っ
た
状
態
だ
っ
た
。

遮
水
シ
ー
ト
の
張
替
え
、
植
栽
整

備
等
を
行
う
。県
の「
ネ
イ
チ
ャ
ー

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
推
進
事
業
」
の
補
助

森
林
公
園
駅
北
口
ト
イ
レ

の
扉
修
繕
料
１
１
９
万
円

月
小
ビ
オ
ト
ー
プ
整
備
工

事
１
５
８
万
円

経
済
的
に
困
難
な
児
童
生
徒

この夏約３か月間、故障のため使用
できなかったコミュニティセンター空調

老朽化したコミセン廊下の床
「危ないから注意してください」

森林公園駅北口（森のオアシス）
故障中の多目的トイレドア

現在の職員駐車場（100台程度）

月の輪小学校　水が枯れたビオトープ
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Q
前
年
度
比
約
15
％
で
か
な
り

の
増
額
率
だ
。
内
容
は
全
て
食
材

費
か
。

A
前
年
度
決
算
額
と
ほ
ぼ
同
額

の
１
億
２
０
０
０
万
円
を
当
初
予

算
と
し
て
計
上
。
こ
れ
に
対
し
て

食
材
料
費
の
高
騰
、
ま
た
精
米
価

格
の
上
昇
等
が
現
状
と
し
て
あ

り
、
１
８
５
４
万
４
０
０
０
円
の

補
正
を
行
っ
た
。

給
食
用
品
費
１
８
５
４
万
円

の
改
定
と
あ
る
が
人
事
院
勧
告
は

議
員
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
全
国

町
村
議
会
議
長
会
は
「
町
村
議
会

議
員
の
議
員
報
酬
の
あ
り
方
検
討

会
」
で
は
「
議
会
自
身
が
、
こ
の

報
酬
の
決
め
方
に
つ
い
て
そ
の
ポ

リ
シ
ー
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
ま
た
、「
そ
も
そ
も
報
酬
や
議

員
定
数
の
問
題
に
つ
い
て
根
拠
」

「
そ
れ
に
つ
い
て
住
民
へ
の
説
明
責

任
が
求
め
ら
れ
る
」
と
言
っ
て
い

る
。
全
国
の
自
治
体
の
状
況
か
ら

も
住
民
参
加
に
よ
る
議
員
報
酬
の

提
案
を
行
う
第
三
者
機
関
の
設
置

を
求
め
る
。

本
案
は
、
期
末
手
当
の
改
正
で

あ
る
。
一
般
職
の
職
員
に
つ
い
て
は

人
事
院
勧
告
を
踏
ま
え
て
国
家
公

務
員
の
給
与
改
定
と
均
衡
を
失
し

な
い
よ
う
に
給
与
が
決
定
さ
れ
て

い
る
。
今
回
、
国
家
公
務
員
に
準

拠
し
て
一
般
職
の
職
員
の
給
与
、

期
末
手
当
そ
れ
か
ら
三
役
に
つ
い

て
期
末
手
当
が
定
め
ら
れ
た
以

上
、
均
衡
を
失
し
な
い
意
味
に
お

い
て
も
議
会
議
員
の
期
末
手
当
に

つ
い
て
は
同
じ
よ
う
な
形
で
改
定

す
べ
き
だ
と
思
う
。
報
酬
に
つ
い

て
は
報
酬
審
議
会
に
お
い
て
し
っ
か

り
審
議
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
が
、今
回
は
期
末
手
当
に
限
っ

て
い
る
た
め
賛
成
す
る
。

賛　
　
　

成

討　
　
　

論

議
案
第
78
号

令
和
７
年
度
滑
川
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）
の
議
定

に
つ
い
て

宮
前
小
体
育
館
の
空
調
設
備
設

置
費
用
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
９

月
議
会
で
「
町
長
の
指
示
で
ユ
ニ
ッ

ト
型
空
調
機
器
の
設
置
の
方
向
で

考
え
て
い
る
」
と
い
う
答
弁
か
ら

迅
速
に
進
ん
だ
。
防
災・減
災
と
、

学
校
教
育
の
充
実
の
観
点
で
大
き

な
進
展
で
あ
る
。
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
、
多
方
面
に
わ
た
る
必
要

な
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
町

の
英
断
に
感
謝
し
賛
成
す
る
。

発

議

第

４

号

発
議
第
４
号

滑
川
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

議
会
が
提
案
を
し
て
議
会
で
決

め
る
と
い
う
「
お
手
盛
り
」
の
報

酬
の
決
定
に
つ
い
て
は
反
対
だ
。

改
定
理
由
に
つ
い
て
人
事
院
勧
告

賛　
　
　

成

討　
　
　

論

反　
　
　

対

請願
（意見の要旨）
　消費者基本法で保障されている消費者の知る権利・選ぶ権利を担保するために、ゲノム編集食品（ゲノム編集技
術応用食品）の表示を義務化することを求める。
（意見の理由）
　ゲノム編集は、染色体上の特定の塩基配列（ゲノムの一部）を認識する酵素を用いて、その塩基配列の一部を改
変する技術です。この染色体上の特定塩基配列の改変の結果、外来遺伝子が残っている場合は「組み換え DNA 技
術（遺伝子組み換え）」となり、食品表示基準で表示が義務づけられています。一方、外来遺伝子が残っていない
場合は「ゲノム編集技術応用食品」となり、表示義務はありません。
　一方、消費者基本法では、消費者は商品などに関する正確かつ充分な情報を得る権利があり、また自分の意志で
商品などを選択できる権利があるとされています。
　現在、スーパーや EC サイト（オンラインショップ）で販売される際に、ゲノム編集技術応用食品であることの
表示がわかりにくく、消費者がゲノム編集技術応用食品であることに気付かないまま購入する可能性があります。
　したがって、消費者の知る権利・選ぶ権利を担保するために、すべてのゲノム編集技術応用食品について表示を
義務化することを求めます。

　以上、地方自治法第99条の規定に基づき、「ゲノム編集食品の表示義務化」を求める意見書を提出します。

ゲノム編集食品の表示義務化を求める意見書

第249回定例会に請願が提出され採択されました。
下記の意見書を送付いたしました。

12/16 滑川中学校給食：わかめごはん、
豚汁、さわらの竜田揚げ、ナムル、牛乳

提出先　内閣総理大臣　他

滑川町の給食（令和6年決算額より）
滑川町の給食支出 食材相当額

加工運搬費
その他

小学生１人あたり給食費 月額
(食材費相当額のみ)１食平均単価

国が進める給食費の無償化（2025/12/18三党合意文書より）
「学校給食費の抜本的な負担軽減（いわゆる給食無償化）」
子ども1人あたり月5200円。食材費相当額を補助。
対象は公立小学校のみ。

125,205,295円
93,829,802円
3,403,929円

4,100円
250円
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町
に
お
い
て
も
同
様
な
取
り
組
み
の
導

入
の
検
討
が
期
待
さ
れ
る
。

　
観
光
振
興
に
関
し
て
は
、
両
市
町
と

も
広
域
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
る
も
の
の
、
観
光
資
源
を
十
分
に

活
か
し
切
れ
て
い
な
い
な
ど
の
課
題
を

抱
え
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
た
。

　
滑
川
町
は
子
育
て
支
援
策
に
先
進
的

に
取
り
組
ん
で
き
た
た
め
他
自
治
体
か

ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、「
子
育
て

フ
ァ
ー
ス
ト
滑
川
」
の
基
盤
を
名
実
と

も
に
さ
ら
に
盤
石
に
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

　
本
年
、
滑
川
町
は
滑
川
市
と
も
「
災

害
時
の
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
た
こ
と
も
あ
り
、
上
市
町
及
び

滑
川
市
と
、
今
後
住
民
レ
ベ
ル
で
の
交

流
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
が
災
害
時

の
相
互
応
援
の
充
実
に
も
観
光
の
振
興

に
も
繋
が
る
も
の
と
考
え
る
。

の
ほ
か
、
防
災
講
座
等
を
通
じ
地
域
の

防
災
士
と
の
連
携
強
化
も
図
っ
て
い
る
。

５　
滑
川
市
の
観
光
振
興

　
「
ほ
た
る
い
か
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」「
ほ

た
る
い
か
海
上
観
光
」
を
中
心
に
観
光

事
業
を
展
開
し
て
い
る
が
、
ほ
た
る
い

か
海
上
観
光
は
運
航
率
が
50
％
～
60
％

と
低
く
欠
航
が
多
い
な
ど
の
課
題
も
あ
る
。

　
富
山
県
東
部
の
新
川
地
域
の
３
市
３

町
１
村
で
「
一
般
社
団
法
人 

富
山
湾・

黒
部
峡
谷
・
越
中
に
い
か
わ
観
光
圏
協

議
会
」
を
組
織
し
て
広
域
連
携
し
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
や
広
域
的
な
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
周
遊
観
光
の
更
な

る
強
化
等
を
図
っ
て
い
る
。

６　
滑
川
市
の「
子
育
て
支
援
の
取
組
」

　
保
育
所
等
保
育
料
軽
減
、
副
食
費
補

助
、
医
療
費
助
成
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用
助
成
等
の
子
育
て
支
援

を
実
施
。
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で
は

専
門
の
資
格
を
有
す
る
６
名
の
支
援
員

が
相
談
支
援
を
実
施
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
学
習
や
進
路
相
談
、
中
高
生
の
試
験

費
用
の
一
部
補
助
な
ど
の
取
組
も
行
っ

て
い
る
。

　
現
在
、
滑
川
市
こ
ど
も
・
子
育
て
基

本
条
例
の
制
定
を
進
め
て
い
る
。

７　
今
後
に
向
け
て

　
上
市
町
、
滑
川
市
と
も
実
際
の
災
害

現
場
を
想
定
し
た
実
践
的
な
防
災
訓
練

が
行
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
防
災
士
の
育

成
に
も
助
成
が
な
さ
れ
て
お
り
、
滑
川

　
富
山
市
と
の
連
携
協
約
に
基
づ
く

「
滞
在
型
観
光
連
携
事
業
」
や
、
滑
川

市
等
の
近
隣
市
町
村
と
協
力
し
て
観
光

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
な
ど
、
町

の
シ
ン
ボ
ル
剱
岳
を
中
心
に
観
光
事
業

を
推
進
。
北
陸
新
幹
線
の
延
伸
開
業
に

合
わ
せ
た
Ｐ
Ｒ
も
実
施
。
観
光
協
会
は

任
意
団
体
と
し
て
役
場
内
に
あ
っ
た
事

務
局
か
ら
独
立
し
専
従
職
員
を
配
置
し

て
い
る
。

３　
上
市
町
の
「
若
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ

の
取
組
」

　
町
で
は
若
者
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
と
し

て
ボ
ウ
リ
ン
グ
で
の
交
流
と
飲
食
を
楽

し
む
な
ど
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
年
１
回

開
催
。
富
山
県
の
事
業
で
あ
る
成
婚
の

機
会
づ
く
り
を
支
援
す
る
「adoor 

by 
と
や
ま
マ
リ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー
」
へ

の
入
会
登
録
料
の
半
分
を
補
助
す
る
出

会
い
支
援
補
助
金
事
業
を
実
施
。
さ
ら

に
新
婚
夫
婦
の
住
宅
取
得
・
リ
フ
ォ
ー

ム
・
賃
借
、
又
は
引
越
に
係
る
費
用
を

補
助
し
て
い
る
。

４　
滑
川
市
の
災
害
へ
の
備
え

　
市
内
は
想
定
さ
れ
る
災
害
リ
ス
ク
が

異
な
る
９
地
区
に
分
か
れ
て
お
り
、
防

災
講
座
や
市
総
合
防
災
訓
練
で
は
、
地

区
ご
と
に
想
定
さ
れ
る
災
害
リ
ス
ク
に

合
わ
せ
た
内
容
で
避
難
所
開
設
訓
練
や

避
難
所
運
営
訓
練
も
実
施
。
自
主
防
災

組
織
の
活
動
や
必
要
資
機
材
の
整
備
に

関
す
る
補
助
、
地
域
の
防
災
士
を
増
や

す
た
め
の
防
災
士
資
格
取
得
へ
の
助
成

調
査
日　

�

令
和
７
年
11
月
６
日
・
７
日

調
査
地

　
富
山
県
中な
か
に
い
か
わ
ぐ
ん

新
川
郡
上か
み
い
ち
ま
ち

市
町

　
　

�

総
面
積
２
３
６
．
71
㎢
。
人
口
１

８
，
３
5
４
人
、
世
帯
数
７
，
６

２
4
（
令
和
7
年
10
月
1
日
住
民

基
本
台
帳
）。
平
成
26
年
8
月
20

日
滑
川
町
と
災
害
時
相
互
応
援
協

定
書
を
締
結
。

　
富
山
県
滑な

め
り
か
わ
し

川
市

　
　

�

総
面
積
54
．
62
㎢
。
人
口
３
２
，

３
７
３
人
、
世
帯
数
１
3
，
１
5

０
（
令
和
7
年
10
月
1
日
住
民
基

本
台
帳
）。
令
和
7
年
11
月
17
日

滑
川
町
と
災
害
時
の
相
互
応
援
に

関
す
る
協
定
を
締
結
。

調
査
内
容

　

�

◯
災
害
へ
の
備
え　
◯
観
光
振
興 

◯
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援

１　
上
市
町
の
災
害
へ
の
備
え

　
山
岳
地
帯
か
ら
平
野
部
に
及
ぶ
上
市

町
は
、
川
の
決
壊
、
橋
の
流
出
、
豪
雪

に
よ
る
災
害
が
た
び
た
び
発
生
。
大

雨
、
洪
水
、
土
砂
災
害
や
大
雪
等
の
自

然
災
害
へ
の
備
え
が
必
要
。
防
災
行
政

無
線
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
メ
ー
ル
に
よ
る
住

民
向
け
防
災
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

　
１
1
７
の
町
内
会
の
全
て
に
自
主
防

災
組
織
が
組
織
さ
れ
、
町
は
「
上
市
町

自
主
防
災
組
織
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を

作
成
し
、
各
自
主
防
災
組
織
が
実
施
す

る
防
災
訓
練
等
に
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

２　
上
市
町
の
観
光
振
興

剱岳に抱かれる上市町（上市町提供）
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総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会

総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

期
日　
令
和
7
年
12
月
10
日

場
所　
大
字
福
田
地
内
及
び
水
房
地
内

目
的　

�

①
配
水
管
布
設
替
工
事
の
現

地
視
察�

②
農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・

防
災
減
災
事
業
の
現
地
視
察

　
庁
舎
内
で
工
事
の
概
要
の
説
明
を

受
け
た
後
、
現
場
に
て
工
事
の
施
工

内
容
の
個
別
説
明
を
求
め
、
進
捗
状

況
、
課
題
の
有
無
等
の
確
認
を
行
っ

た
。

期
日　
令
和
７
年
12
月
18
日

場
所　
滑
川
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

目
的　

�

①
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

の
視
察

　
　
　

�

②
こ
ど
も
第
三
の
居
場
所

の
視
察

　
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
の

子
育
て
や
家
庭
へ
の
支
援
の
実
施

状
況
、「
こ
ど
も
第
三
の
居
場
所
」

の
こ
ど
も
の
生
活
や
学
習
等
へ
の

支
援
の
説
明
を
受
け
た
。
両
施
設

の
課
題
の
有
無
等
の
確
認
を
行
っ

た
。

小川地区衛生組合議会臨時会小川地区衛生組合議会臨時会

期日　令和７年10月 31日
場所　小川町議会議場
付議された議案
　〇議長の選挙
　〇常任委員会委員の選任
　�以上２議案について審議され全て原案ど
おり可決されました。

赤沼　正副　議員　▶P.8
　◦�令和８年度予算
　◦�滑川町障害者計画

谷嶋　稔　議員　▶P.9
　◦�地域の集会所・自治会・防災
　◦�子どもの居場所
　◦�防犯

中西　文寿　議員　▶P.10
　◦�道路交通法改正に伴う自転車の安全対策
　◦�小型家電リサイクル法改正に伴う安心安全な

回収対策

井上　章　議員　▶P.11
　◦�滑川町観光協会　今後の課題
　◦�滑川町の１人世帯（独居世帯）
　◦�新人職員に議会傍聴を

原　徹　議員　▶P.12
　◦�滑川市との交流の推進
　◦�地籍調査の進捗状況

西宮　俊明　議員　▶P.13
　◦�夏季休業中の子どもたちの居場所
　◦�滑川町の安全・安心な環境づくりの推進
　◦�リチウムイオン電池の回収

阿部　弘明　議員　▶P.14
　◦�不登校児童生徒への町の支援の拡充を
　◦�戦争の記憶を伝え継ぐために
　◦�福祉避難所の整備について
　◦�物価高騰下での上下水道料金、国保税の引上

げに伴う住民の暮らし支援策を

上野　葉月　議員　▶P.15
　◦�総合運動公園のナイター設備
　◦�滑川町の施設計画
　◦�災害対策基本法と避難所

水房上沼防災工事

こども第三の居場所「ぱれっと」
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赤赤
あかぬまあかぬま

沼沼  正正
まさのりまさのり

副副  議員議員

補助金、地方債、基金繰入
金の財源を中心に検討

コミュニティセンター
整備事業の財源は問

答

来
年
度
予
算
に
つ
い
て

問 

予
算
は
住
民
へ
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
公
約
で
も
あ
り
、
町
民

生
活
に
は
大
き
な
影
響
を
与
え

る
。
財
政
の
健
全
化
は
持
続
可

能
な
行
政
運
営
に
お
い
て
大
切

な
こ
と
で
あ
る
。
決
算
の
実
質

公
債
費
比
率
や
将
来
負
担
比
率

を
踏
ま
え
、
今
後
ど
の
よ
う
な

水
準
を
目
標
に
す
る
の
か
。

答 
令
和
８
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
る

滑
川
町
総
合
振
興
計
画
前
期
基
本

計
画
に
お
け
る
目
標
値
は
、
令
和

12
年
度
に
実
質
公
債
費
比
率
12
．

２
％
以
下
、
将
来
負
担
比
率
50
％

以
下
の
値
が
達
成
で
き
る
よ
う
健

全
な
行
政
運
営
に
努
め
て
い
く
。

問 

財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
る

中
で
財
政
調
整
基
金
や
減
債
基

金
の
取
崩
し
、
あ
る
い
は
地
方

債
の
発
行
は
ど
の
程
度
見
込
ん

で
い
る
の
か
、
中
長
期
的
な
財

政
運
営
へ
の
影
響
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答 

令
和
８
年
度
予
算
に
あ
っ
て

も
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
、
そ
の

補
填
と
し
て
財
政
調
整
基
金
の
繰

入
金
も
選
択
肢
と
考
え
る
。
過
度

の
地
方
債
発
行
は
、
後
年
度
以
降

の
公
債
費
負
担
の
増
大
に
も
つ
な

が
り
か
ね
な
い
た
め
、
実
施
事
業

の
地
方
債
発
行
に
当
た
っ
て
は
、

慎
重
に
行
っ
て
い
く
。

滑
川
町
障
害
者
計
画（
安

全・安
心
な
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
の
認
識
）に
つ
い

て問 

災
害
時
要
配
慮
者
の
避
難

支
援
計
画
に
お
い
て
、
障
害
の

あ
る
方
の
実
効
性
あ
る
避
難
支

援
体
制
は
ど
の
よ
う
に
構
築
さ

れ
て
い
る
の
か
。
特
に
、
個
別

避
難
計
画
の
策
定
状
況
と
、
地

域
と
の
連
携
（
民
生
委
員
・
自

治
会
等
）
の
実
施
状
況
は
。

答 

災
害
時
の
避
難
な
ど
に
つ
い

て
、
特
に
人
的
支
援
を
要
す
る
避

難
行
動
要
支
援
者
情
報
の
収
集
は

災
害
時
の
避
難
支
援
を
希
望
し
、

平
常
時
か
ら
自
治
会
や
自
主
防
災

組
織
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
等

の
避
難
支
援
等
関
係
者
へ
の
個
人

情
報
を
開
示
す
る
こ
と
に
同
意
す

る
方
に
対
し
て
避
難
行
動
要
支
援

者
名
簿
及
び
避
難
支
援
プ
ラ
ン
い

わ
ゆ
る
個
別
計
画
を
作
成
・
登
録

し
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

地
域
防
災
訓
練
に
お
い
て
も
、
本

名
簿
や
個
別
計
画
を
活
用
し
た
要

支
援
者
避
難
訓
練
を
行
っ
て
い
る

自
主
防
災
組
織
も
あ
る
の
で
、
多

く
の
地
区
で
活
用
し
、
災
害
時
に

速
や
か
に
避
難
へ
の
支
援
を
行
え

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

問 

共
生
社
会
の
推
進
に
向
け

た
町
の
姿
勢
と
し
て「
心
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
」推
進
の
た
め
の
教
育

現
場
で
の
取
組
み
を
今
後
ど
の

よ
う
に
強
化
し
て
い
く
の
か
。

答 

真
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会
を

築
く
に
は
、
障
害
者
等
の
社
会
的

弱
者
の
こ
と
を
良
く
知
り
、
同
じ

目
線
で
物
事
を
考
え
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
重
要
な
の

は
、
教
育
現
場
や
教
員
の
研
修
の

場
な
ど
で
適
切
な
教
材
を
活
用

し
、
バ
リ
ア
の
正
体
や
バ
リ
ア
フ

リ
ー
へ
の
取
組
み
方
の
認
知
か
ら

始
め
る
こ
と
だ
と
考
え
る
。
加
え

て
、
共
生
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
一
人
一
人
が
自
分
に
で
き
る
こ

と
を
考
え
、
行
動
し
て
い
く
こ
と

も
大
切
で
あ
る
。
学
校
現
場
で
の

各
発
達
段
階
に
お
い
て
、
授
業
や

体
験
を
通
し
て
し
っ
か
り
指
導
し

て
い
く
こ
と
で
、「
心
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
」
へ
の
理
解
を
深
め
、
真

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会
の
実
現
に

つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

問 

教
育
現
場
に
お
い
て
は「
心

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
に
つ
い
て

は
適
切
な
指
導
が
大
切
か
と
思

う
が
、
教
育
長
の
考
え
は
。

答
「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
だ
が
、

バ
リ
ア
と
は
障
壁
の
こ
と
で
あ

り
、
い
わ
ゆ
る
壁
と
い
う
こ
と

だ
。
物
理
的
バ
リ
ア
に
つ
い
て
は

分
か
り
や
す
く
認
識
し
や
す
い

が
、
意
識
上
の
バ
リ
ア
に
つ
い
て

は
認
識
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
考

え
ら
れ
「
無
意
識
の
思
い
こ
み
」

「
無
意
識
の
偏
見
」
に
つ
い
て
は

幼
い
頃
か
ら
の
気
づ
き
が
非
常
に

重
要
と
な
る
。
人
権
教
育
の
要
は

「
自
分
の
中
の
偏
見
・
差
別
に
気

づ
く
こ
と
」
だ
が
、
座
学
で
は
な

か
な
か
難
し
い
と
考
え
る
。
今
後

も
、
車
い
す
ユ
ー
ザ
ー
、
盲
導
犬

ユ
ー
ザ
ー
、
高
齢
者
等
の
当
事
者

交
流
や
ブ
ラ
イ
ン
ド
ウ
ォ
ー
ク
、

車
い
す
体
験
、
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ

ト
な
ど
の
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
体
験

を
通
じ
て
「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」

に
つ
な
が
る
教
育
を
推
進
し
、
一

人
一
人
の
児
童
生
徒
が
、
あ
ら
ゆ

る
他
者
を
価
値
あ
る
存
在
と
し
て

尊
重
し
、
多
様
な
人
々
と
協
働
し

な
が
ら
持
続
可
能
な
社
会
の
つ
く

り
手
と
な
る
よ
う
努
め
る
。

※基金（町の貯金で、税収が減ったり、災害で急な
出費が必要になったりした時に取り崩して使います。
逆に、税収が多かった年は積み立てる）
※地方債（将来のために借りる町の借金です。建物
をローンを組んで30年かけて返済すれば、将来そ
の建物を使う世代にも少しずつ負担してもらうこと
ができ、「使う人」と「払う人」のバランスが公平
になる）
※実質公債費比率（町が標準的に得られる収入のう
ち、借金（地方債）の返済やそれに準じる費用にど
れくらいの割合が充てられているかを示す数値）
※将来負担比率（将来負担すべき実質的な負債が、
町の標準財政規模（毎年安定して自由に使えるお金
の目安となる額）に対してどのくらいの割合を占め
るかを示す指標）
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財政的な支援は行っていく

地域の集会所・自治会・
防災問

答
谷谷
や じ まや じ ま

嶋嶋  稔稔
みのるみのる

  議員議員

問 

滑
川
町
地
域
集
会
所
整
備

事
業
補
助
金
交
付
要
綱
に
は
、

事
業
費
１
０
０
０
万
円
以
下
の

場
合
は
、
限
度
額
１
０
０
０
万

円
補
助
、
１
０
０
０
万
円
超
え

る
場
合
は
、
１
０
０
０
万
円
と

そ
れ
を
超
え
る
事
業
費
の
２
分

の
１
を
補
助
と
す
る
と
記
さ
れ

て
い
る
。手
厚
い
補
助
金
に
な
っ

て
い
る
が
、
自
治
会
加
入
率
が

低
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
現
在
の

整
備
事
業
補
助
金
の
割
合
で
は

集
会
所
の
新
築
、
改
築
が
出
で

き
た
場
合
は
、
難
し
い
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。
割
合
を
変

え
る
考
え
は
な
い
か
。
集
会
所

の
将
来
と
整
備
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
町
は
考
え
て
い
る
の
か
。

答 

平
成
27
年
３
月
議
会
に
お
い

て
地
域
集
会
所
設
置
条
例
の
廃
止

の
議
決
を
い
た
だ
き
、
行
政
区
へ

移
管
し
、
町
の
公
の
施
設
と
し
て

位
置
付
け
て
い
な
い
。
し
か
し
、

地
域
集
会
所
の
維
持
管
理
へ
の
補

助
金
交
付
を
行
っ
て
い
る
。
町
と

し
て
も
引
き
続
き
財
政
的
な
支
援

は
行
っ
て
い
く
。
受
益
者
負
担
の

観
点
か
ら
、
建
設
費
の
一
部
を
負

担
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
集
会
所

の
修
繕
料
や
火
災
保
険
料
に
対
し

補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
で
負
担

が
少
な
く
な
る
よ
う
努
め
て
い

る
。
現
時
点
で
は
、
集
会
所
新
築

ま
た
は
改
築
に
係
る
補
助
金
の
内

容
を
見
直
す
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。問 

29
箇
所
の
集
会
所
に
は
旧

耐
震
（
震
度
５
の
揺
れ
で
は
倒

壊
し
な
い
）
の
集
会
所
は
い
く

つ
あ
る
か
。

答 

新
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い

る
の
は
27
箇
所
、
満
た
し
て
い
な

い
の
は
２
箇
所
で
あ
る
。

問 

滑
川
町
に
こ
ど
も
の
居
場

所
が
で
き
て
、
現
在
ど
の
よ
う

な
様
子
な
の
か
。
ま
た
課
題
が

あ
る
か
。

答 

開
所
以
来
、
様
々
な
悩
み
や

問
題
を
抱
え
て
い
る
お
子
様
や
保

護
者
の
方
々
と
、
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
職
員
が
面
接
を
実
施
し
、

現
在
の
利
用
登
録
児
童
数
は
10

人
、
平
日
週
５
日
の
開
所
で
、
月

平
均
の
利
用
者
数
は
延
べ
58
人
と

な
っ
て
い
る
。
課
題
に
つ
い
て

は
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
た
く
さ
ん
の
相
談
や
家
庭

と
の
面
談
を
行
い
、
改
め
て
、
子

ど
も
へ
の
支
援
は
勿
論
の
こ
と
、

保
護
者
を
含
め
た
家
庭
全
般
へ
の

支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
と
の
声

が
各
所
か
ら
上
が
っ
て
き
て
い

る
。
今
後
は
こ
ど
も
の
居
場
所
と

は
違
う
、
保
護
者
を
含
め
た
家
庭

へ
の
支
援
、
例
え
ば
家
事
が
行
き

届
か
な
い
家
庭
へ
の
支
援
や
、
育

児
疲
れ
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
へ
の
支

援
等
を
行
う
こ
と
で
、
子
ど
も
へ

の
健
や
か
な
成
長
に
繋
が
っ
て
い

く
と
思
わ
れ
る
た
め
、
検
討
し
て

い
く
。

問 

こ
ど
も
の
居
場
所
に
通
っ

て
い
る
児
童
は
、
何
歳
か
ら
何

歳
ま
で
か
。
歩
い
て
く
る
子
も

い
る
か
。
将
来
的
に
、
土
曜
、

日
曜
日
も
こ
ど
も
の
居
場
所
を

運
営
す
る
考
え
は
な
い
か
、
保

護
者
の
要
望
が
あ
れ
ば
考
え
る

か
。

答 

現
在
こ
ど
も
の
居
場
所
「
ぱ

れ
っ
と
」
に
通
っ
て
い
る
児
童
・

生
徒
は
６
歳
か
ら
16
歳
の
方
で
あ

る
。
通
所
は
保
護
者
の
方
の
送
迎

か
施
設
の
送
迎
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
歩
い
て
来
所
し
て
い
る
子
ど

も
は
い
な
い
。
要
綱
上
は
、
土
日

祝
日
は
開
所
し
な
い
こ
と
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
等
が
な

い
限
り
平
日
の
開
所
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
は
、
こ
れ
か
ら
の
登
緑

や
利
用
の
状
況
、
保
護
者
か
ら
の

ニ
ー
ズ
を
参
考
に
運
営
し
て
い
き

た
い
。

みなみ野・十三塚集会所

こどもの居場所が入っている滑川町福祉センター
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広報紙や町ホームページ
等への掲載を予定

自転車の反則厳罰化の
周知は問

答
中中
なかにしなかにし

西西  文文
ふみとしふみとし

寿寿  議員議員

問 

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
や

安
全
運
転
技
術
を
習
得
す
る
た

め
の「
自
転
車
講
習
会
」や「
交
通

安
全
教
室
」を
継
続
的・定
期
的

に
実
施
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答 

各
町
立
の
幼
稚
園
、
小
・
中
学

校
で
交
通
安
全
教
室
を
毎
年
実
施

し
て
い
る
。
交
通
安
全
教
室
で
は

自
転
車
講
習
と
し
て
、
小
学
３
年

生
か
ら
中
学
１
年
生
ま
で
模
擬
交

差
点
を
走
行
す
る
実
技
型
の
講
習

を
実
施
し
て
い
る
。
一
般
町
民
向

け
に
は
滑
川
町
交
通
安
全
地
域
の

会
が
毎
年
、
研
修
会
を
開
催
し
て

い
る
。
今
後
の
研
修
会
開
催
に
当

た
っ
て
は
、
一
般
の
方
へ
の
参
加

も
呼
び
掛
け
、
広
く
交
通
ル
ー
ル

へ
の
理
解
促
進
を
検
討
し
て
い
く
。

問 

自
転
車
が
原
則
と
し
て
車

道
の
左
側
を
通
行
す
る
ル
ー
ル

は
、車
道
に
お
け
る
自
転
車
の

存
在
を
自
動
車
運
転
者
に
意
識

さ
せ
、事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
の
未

然
防
止
に
直
結
す
る
重
要
な
原

則
だ
。自
動
車
運
転
者
を
含
む

全
町
民
へ
の
周
知
は
。

答 

車
道
左
側
通
行
の
原
則
に
つ
い

て
、
自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
強
化
月

間
で
あ
る
５
月
に
あ
わ
せ
て
、
毎
年

広
報
紙
に
自
転
車
安
全
利
用
５
則

「
⑴
車
道
が
原
則
、
左
側
を
通
行　

歩
道
は
例
外
、
歩
行
者
を
優
先
、
⑵

交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停
止
を

守
っ
て
、
安
全
確
認
、
⑶
夜
間
は
ラ

イ
ト
を
点
灯
、
⑷
飲
酒
運
転
は
禁

止
、
⑸
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
」
を
掲

載
し
、
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

　
特
に
、
車
道
左
側
通
行
の
原
則

は
、
自
転
車
利
用
者
が
交
通
事
故

の
被
害
者
・
加
害
者
に
な
る
こ
と

を
防
ぐ
重
要
な
基
本
的
ル
ー
ル
で

あ
る
た
め
、
引
き
続
き
広
報
紙
へ

の
記
事
掲
載
を
実
施
す
る
と
共
に
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
町
公
式
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
な
ど
も
活
用
し
周
知
し
て
い
く
。

問 

自
転
車
と
自
動
車
の
双
方

が
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
、

具
体
的
な
注
意
点
や
マ
ナ
ー
に

関
す
る
情
報
を
、
今
後
の
啓
発

活
動
に
盛
り
込
む
考
え
は
な
い

か
。

答 
来
年
４
月
の
自
転
車
交
通
違

反
厳
罰
化
な
ど
の
周
知
と
併
せ

て
、
広
報
紙
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
周
知
し
て
い
く
。

小
型
家
電
の
安
全
安
心
な

回
収
対
策

問 

改
正
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
法
が
掲
げ
る
「
安
全
な
回
収

の
徹
底
」
と
「
再
資
源
化
目
標

の
達
成
」
と
い
う
二
つ
の
主
要

な
要
請
に
対
し
、
現
状
の
回
収

体
制
に
課
題
は
あ
る
か
。

答 

町
で
は
４０
㎝
以
下
の
小
型
家

電
に
つ
い
て
は
金
属
類
と
し
て
各

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
て
収
集
し

て
い
る
。
全
国
的
に
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
バ
ッ
テ
リ
ー
等
に
起
因
す
る

発
火
事
故
の
事
例
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
町
民
に
対
し
、
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
バ
ッ
テ
リ
ー
を
混
入
さ
せ
な

い
よ
う
に
広
報
紙
や
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
周
知
と
啓
発
に
努
め
て

い
る
。

　
回
収
の
課
題
と
し
て
は
バ
ッ
テ

リ
ー
の
取
出
し
が
困
難
に
な
っ
て

い
る
製
品
も
多
く
あ
り
、
消
費
者

と
し
て
廃
棄
し
づ
ら
い
傾
向
に
あ

る
こ
と
だ
。

　
町
は
広
域
連
携
し
て
い
る
小
川

地
区
衛
生
組
合
と
連
携
し
、
早
急

に
対
策
を
検
討
・
実
施
し
て
い
く
。

問 

法
の
再
資
源
化
推
進
対
象
品

目
で
あ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

デ
ジ
タ
ル
レ
コ
ー
ダ
ー
な
ど
の

個
人
情
報
が
保
存
さ
れ
て
い
る

機
器
の
回
収
を
、
町
は
現
在
、

積
極
的
に
担
っ
て
い
る
の
か
。

答 

現
在
町
で
は
、
ご
み
分
別
カ

レ
ン
ダ
ー
に
も
案
内
し
て
い
る

が
、
リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
リ
サ
イ

ク
ル(

株)

と
連
携
し
、
個
人
情

報
が
含
ま
れ
る
小
型
家
電
の
個
別

回
収
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
リ

ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

(

株)

は
国
の
認
定
事
業
者
で
あ

り
、
安
心
し
た
処
分
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
小
川
地
区

衛
生
組
合
に
お
い
て
も
、
各
町
村

か
ら
集
め
ら
れ
た
個
人
情
報
が
含

ま
れ
た
小
型
家
電
を
環
境
省
が
認

め
た
認
定
業
者
（
リ
バ
ー(

株)

児
玉
営
業
所
）
へ
引
き
渡
し
て
い

る
た
め
、
安
心
で
き
る
処
分
と

な
っ
て
い
る
。

問 

情
報
流
出
の
懸
念
を
払
拭
す

る
に
は
デ
ー
タ
消
去
の
推
奨
手

順
や
町
が
担
保
す
る
情
報
管
理

体
制
を
町
民
に
わ
か
り
や
す
く

説
明
す
る
必
要
が
あ
る
が
、周
知

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答 

リ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
リ
サ
イ

ク
ル(

株)

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
説
明
が
で
き
て
い
る
が
、
小
川

地
区
衛
生
組
合
は
不
足
し
て
い
る

と
感
じ
て
い
る
。
管
内
の
住
民
が

安
心
し
て
排
出
で
き
る
よ
う
な
周

知
方
法
を
早
急
に
検
討
し
て
い
く
。

「自転車通行可」の標識
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井井
いのうえいのうえ

上上  章章
あきらあきら

  議員議員

比企地区一丸で観光情報
の発信を行う

滑川町観光協会
今後の課題問

答

滑
川
町
観
光
協
会
今
後
の
課
題

問 

一
般
的
に
観
光
協
会
が
抱

え
る
課
題
と
し
て
、
観
光
消
費

の
拡
大
と
経
済
波
及
効
果
の
創

出
、
来
訪
者
を
増
や
す
だ
け
で

は
な
く
、
滞
在
時
間
の
延
長
や

一
人
当
た
り
の
消
費
額
向
上
に

向
け
た
魅
力
的
な
商
品
の
開
発

（
タ
ー
ナ
ち
ゃ
ん
グ
ッ
ズ
な

ど
）、
情
報
発
信
な
ど
を
含
め

多
岐
に
渡
る
。
し
か
し
観
光
資

源
の
掘
り
起
こ
し
な
ど
ま
だ
ま

だ
や
れ
る
こ
と
は
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
町
と
し
て
観
光
協
会

の
活
動
を
含
め
今
後
の
方
針
を

お
聞
き
し
た
い
。

答 

令
和
５
年
か
ら
は
、
今
ま
で

行
っ
て
き
た
活
動
に
加
え
滑
川
町

を
含
め
た
比
企
郡
内
５
つ
の
観
光

協
会
に
よ
る
「
東
松
山
・
比
企
広

域
観
光
推
進
協
議
会
」
が
設
立
さ

れ
た
こ
と
で
観
光
行
政
の
広
域
的

な
推
進
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。「
比
企
の
観
光
に
垣
根
は
な

い
」
と
の
思
い
か
ら
比
企
郡
内
す

べ
て
の
観
光
協
会
と
東
秩
父
を
加

え
た
９
つ
の
自
治
体
を
網
羅
し
た

観
光
事
業
の
推
進
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
今
後
は
比
企
地
域
全
体
で

広
域
観
光
活
動
の
推
進
を
し
て
い

き
た
い
。

役
場
周
辺
に
交
流
に
ぎ
わ
い

拠
点
を
整
備
し
た
ら
ど
う
か

問 

現
在
建
設
準
備
を
進
め
て

い
る
新
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
は
、
滑
川
ま
つ
り
や
桜
ま

つ
り
な
ど
の
時
も
多
く
の
人
の

流
れ
が
予
想
さ
れ
る
。

　
最
近
は
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
と

同
様
に
コ
ン
テ
ナ
店
舗
が
道
の

駅
な
ど
で
多
く
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
第
５
次
総
合
振
興

計
画
の
土
地
利
用
構
想
で
も
役

場
周
辺
は
交
流
ふ
れ
あ
い
拠
点

エ
リ
ア
と
し
て
位
置
づ
け
て
あ

る
こ
と
か
ら
、
観
光
協
会
を
事

業
主
体
と
し
て
商
工
会
な
ど
と

協
力
し
、
コ
ン
テ
ナ
店
舗
を
利

用
し
、
に
ぎ
わ
い
商
店
街
な
ど

を
事
業
化
で
き
な
い
か
。

答 
新
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
中
央
公
民
館
）
は
町
民
の
皆
様

が
気
軽
に
集
い
、
活
発
な
交
流
が

で
き
る
公
共
施
設
と
し
て
の
機
能

の
強
化
を
推
進
し
な
が
ら
、
町
内

外
の
人
々
が
集
ま
り
、
新
た
な
交

流
が
生
ま
れ
る
拠
点
と
し
て
、
町

の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
も
掲
げ
て

い
る
。
確
か
に
お
洒
落
な
コ
ン
テ

ナ
店
舗
が
多
く
な
っ
た
と
思
う
。

コ
ン
テ
ナ
店
舗
は
比
較
的
安
価
に

建
設
設
置
で
き
る
が
、
店
舗
街
と

な
る
と
そ
れ
な
り
の
費
用
が
掛
か

る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
新
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
町
の
新
た
な

に
ぎ
わ
い
拠
点
の
中
心
的
な
施
設

に
な
る
よ
う
に
、
コ
ン
テ
ナ
店
舗

に
お
い
て
も
調
査
研
究
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
導

入
す
る
予
定
は
あ
る
の
か

問 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

は
、
過
疎
地
域
等
の
条
件
不
利

地
域
に
住
民
票
を
移
動
し
、
隊

員
は
自
分
の
経
験
や
能
力
を
活

か
し
地
域
活
性
化
の
仕
事
に
就

く
、
観
光
や
特
産
品
な
ど
の
魅

力
を
発
信
し
て
も
ら
う
も
の
で

あ
る
。
導
入
は
町
の
知
名
度
向

上
や
観
光
客
増
加
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
。

答 

埼
玉
県
内
で
も
令
和
６
年
３

月
31
日
現
在
、
14
市
町
村
で
制
度

を
活
用
し
て
お
り
、
70
名
が
現
役

隊
員
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
う

ち
、
比
企
管
内
で
は
、
と
き
が
わ

町
、
東
秩
父
村
、
小
川
町
、
吉
見

町
、
川
島
町
で
採
用
実
績
が
あ

り
、
現
役
隊
員
は
14
名
と
な
っ
て

い
る
。

　
平
成
21
年
度
か
ら
総
務
省
が
実

施
す
る
制
度
で
、
国
や
県
な
ど
か

ら
補
助
が
受
け
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
が
、
現
在
の
滑
川
町
の
状
況
で

は
採
用
条
件
を
満
た
し
て
お
ら

ず
、
現
在
は
こ
の
制
度
を
利
用
し

て
の
導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

滑
川
町
の
一
人
世
帯
（
独

居
世
帯
）

問 

令
和
２
年
国
勢
調
査
ベ
ー

ス
で
町
の
一
人
世
帯
数
は
２
２

１
２
世
帯
と
、
65
歳
以
上
の
高

齢
者
（
独
居
世
帯
）
が
増
加
傾

向
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

町
民
の
皆
様
か
ら
は
様
々
な
相

談
が
寄
せ
ら
れ
る
と
思
う
が
、

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
が
増
え

て
い
く
時
代
の
中
、
自
治
体
が

行
う
「
終
活
」
支
援
事
業
に
つ

い
て
、
町
と
し
て
の
認
識
を
伺

う
。

答 

滑
川
町
と
し
て
は
、
多
岐
に

わ
た
る
相
談
内
容
の
た
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
関
係
部
署
で
対
応
し
て
い

る
。
主
に
高
齢
者
の
総
合
相
談
窓

口
で
あ
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
相
談
を
受
け
て
お
り
、
現

在
相
談
内
容
別
の
項
目
に
「
終
活

に
つ
い
て
」
は
な
い
が
、
関
連
し

た
項
目
を
み
る
と
、
年
々
増
加
傾

向
に
あ
る
。
自
治
体
が
行
う
終
活

支
援
は
、
町
と
し
て
も
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
関
係
団
体

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
身
寄
り

の
な
い
高
齢
者
等
が
人
生
の
最
終

段
階
を
安
心
し
て
迎
え
る
た
め
の

環
境
整
備
を
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。
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原原
はらはら

  徹徹
とおるとおる

  議員議員

両市・町の発展、住民の福祉の
向上につながる交流を進めたい

滑川市との
交流の推進は問

答

問 

滑
川
市
と
「
災
害
時
の
相
互

応
援
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

す
る
こ
と
と
な
っ
た
経
緯
は
。

答 

本
年
５
月
14
日
に
滑
川
市
議

会
が
行
政
視
察
に
来
町
。
そ
の
後

滑
川
市
議
会
６
月
議
会
で
滑
川
町

と
の
連
携
に
向
け
て
具
体
的
な
検

討
や
準
備
を
進
め
て
い
る
か
の
一

般
質
問
が
あ
り
、
水
野
滑
川
市
長

は
、「
相
手
方
の
意
向
を
確
認
す

る
必
要
も
あ
る
。
議
員
の
視
察
を

き
っ
か
け
に
し
て
私
が
い
く
こ
と

も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
双
方
の
合
意
に
基
づ
い
た
関

係
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
今
後
の
交
流
や
連
携
を
前

向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。」

と
答
弁
。
10
月
８
日
に
滑
川
市
長

が
滑
川
町
へ
来
町
し
、
災
害
時
の

相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」
の
締

結
に
合
意
し
、
11
月
17
日
に
大
塚

町
長
と
内
田
議
長
が
滑
川
市
を
訪

問
し
協
定
を
締
結
し
た
。

問 

今
ま
で
の
滑
川
市
と
当
町

の
交
流
の
経
過
・
実
績
は
。

答 

平
成
10
年
、
埼
玉
県
立
滑
川

高
校
が
甲
子
園
に
出
場
し
た
際
、

滑
川
市
長
か
ら
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
届
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
平
成

11
年
６
月
に
埼
玉
県
立
滑
川
高
校

と
富
山
県
立
滑
川
高
校
野
球
部
の

親
善
試
合
が
月
輪
球
場
で
開
催
さ

れ
、
同
年
８
月
に
は
滑
川
町
の
少

年
野
球
チ
ー
ム
が
滑
川
市
を
訪

れ
、
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流

親
善
試
合
が
行
わ
れ
た
。
平
成
13

年
に
は
富
山
県
立
滑
川
高
校
が
甲

子
園
に
出
場
し
、
上
野
滑
川
町
長

か
ら
澤
田
滑
川
市
長
と
滑
川
高
校

へ
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
激

励
。
以
降
、
コ
ロ
ナ
禍
ま
で
親
善

試
合
な
ど
両
校
の
野
球
部
を
通
じ

た
交
流
が
行
わ
れ
て
き
た
。

問 

滑
川
市
は
、
比
企
遠
宗
と

比
企
尼
の
子
、
又
は
弟
と
言
わ

れ
る
比
企
朝
宗
が
、
北
陸
道
勧

農
使
と
な
り
「
滑
河
」
の
文
字

を
当
地
の
地
名
に
用
い
た
こ
と

が
始
ま
り
と
も
言
わ
れ
、
町
の

名
前
が
同
じ
漢
字
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
比
企
氏
の
縁
か
ら
も

非
常
に
深
い
関
係
が
あ
る
と
言

え
る
。
災
害
時
相
互
応
援
協
定

だ
け
で
な
く
比
企
氏
の
縁
か
ら

も
文
化
交
流
、
住
民
交
流
を
進

め
た
ら
ど
う
か
。

答 

協
定
の
締
結
式
の
中
で
「
水

野
市
長
か
ら
は
「
同
じ
名
前
の
ご

縁
で
絆
を
深
め
、
日
本
海
側
と
関

東
、
地
域
が
違
う
の
で
互
い
に
協

力
し
災
害
面
だ
け
で
は
な
く
、
い

ろ
い
ろ
と
交
流
し
た
い
」
と
挨
拶

が
あ
り
、
大
塚
町
長
は
「
気
候
や

風
土
が
異
な
り
、
観
光
面
な
ど
町

に
無
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
滑

川
市
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
町
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　
協
定
を
締
結
し
た
ば
か
り
で
、

災
害
時
応
援
協
定
以
外
の
将
来
的

な
交
流
の
具
体
的
な
事
業
等
は
未

定
だ
が
、
滑
川
市
と
も
連
携
し
、

比
企
氏
と
の
関
係
を
紐
解
き
な
が

ら
、
将
来
を
見
据
え
た
両
市
・
町

の
発
展
、
市
民
、
町
民
の
福
祉
の

向
上
に
つ
な
が
る
交
流
を
、
今

後
、
調
査
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

地
籍
調
査
の
進
捗
状
況

問 

地
籍
調
査
は
、
土
地
の
所

有
者
、
地
番
、
地
目
を
調
査

し
、
境
界
の
位
置
と
面
積
を
測

量
、
不
正
確
な
土
地
情
報
を
更

新
し
、
土
地
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
を
未
然
に
防
ぐ
上
で
非
常
に

重
要
。
昭
和
26
年
か
ら
実
施
さ

れ
て
お
り
、
す
で
に
半
世
紀
以

上
が
経
過
し
て
い
る
が
、
全
国

的
に
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な

い
よ
う
で
、
埼
玉
県
に
お
い
て

も
令
和
７
年
度
予
算
に
「
地
籍

調
査
準
備
支
援
事
業
」
が
新
た

に
予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
滑
川
町
の
地
籍
調
査
の
進
捗

状
況
は
。

答 

地
籍
調
査
は
開
始
か
ら
約
70

年
が
経
過
し
て
お
り
、
令
和
６
年

度
末
時
点
に
お
け
る
進
捗
率
は
、

全
国
で
53
％
、
埼
玉
県
で
は
33
％

と
な
っ
て
い
る
。

　
滑
川
町
で
は
平
成
19
年
度
ま
で

地
籍
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
進

捗
率
は
77
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
土
地
区
画
整
理
事
業

が
完
了
し
て
い
る
「
み
な
み
野
地

区
」
と
「
月
の
輪
地
区
」
は
、
国

土
調
査
と
同
一
の
効
果
が
あ
る
も

の
と
し
て
承
認
さ
れ
て
お
り
、
ま

た
森
林
公
園
は
国
有
林
地
で
地
籍

調
査
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。

　
未
完
了
地
域
は
埼
玉
県
企
業
局

が
整
備
分
譲
し
た
東
松
山
工
業
団

地
と
、
町
内
ゴ
ル
フ
場
で
あ
る
高

根
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
の
敷
地
の

み
で
あ
り
、
国
交
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
滑
川
町
は
地
籍
調
査
休
止

と
な
っ
て
い
る
が
、
本
年
度
の
県

土
地
水
政
策
課
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
緊

急
地
域
調
査
完
了
と
な
っ
た
。

　
町
内
で
は
地
籍
調
査
の
遅
れ
に

よ
る
問
題
は
生
じ
て
い
な
い
。

比企学事始 第四号（比企総合研究センター）より
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西西
にしみやにしみや

宮宮  俊俊
としあきとしあき

明明  議員議員

支障のない範囲で
学校施設の使用も可

夏休みの子どもたちの
「学習教室」の場所について問

答

夏
季
休
業
中
の
子
ど
も
た

ち
の
居
場
所

問 

町
が
提
供
で
き
る
子
ど
も

た
ち
が
夏
休
み
に
学
習
で
き
る

居
場
所
は
。

答 

学
校
教
育
に
支
障
が
出
な
い

範
囲
で
地
域
社
会
の
公
共
利
用
で

あ
れ
ば
学
校
施
設
の
使
用
は
可
能

で
あ
る
。
町
は
使
用
申
請
者
の
後

援
申
請
に
基
づ
き
、
広
報
な
ど
の

支
援
を
行
う
。

　
建
設
準
備
を
進
め
て
い
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
会
議

室
等
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
責

任
者
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
学

習
会
を
開
催
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
。

問 

滑
川
中
学
校
が
行
っ
て
い

る「
夏
の
学
習
会
」の
概
要
は
。

答 

今
年
度
は
、
８
月
後
半
に
６

日
間
、
学
年
別
、
教
科
別
で
実

施
。
担
当
教
科
教
員
、
教
頭
や
教

務
主
任
が
指
導
に
入
る
。
合
わ
せ

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大
学
生
が
３

～
６
人
来
校
し
自
学
に
取
り
組
む

生
徒
の
学
習
支
援
を
行
っ
た
。

問 

来
年
夏
季
休
業
中
平
日
昼

間
の
空
調
設
備
の
設
置
さ
れ
た

小
学
校
の
体
育
館
の
使
用
の
要

領
は
。

答 

学
校
教
育
に
支
障
の
な
い
範

囲
で
あ
れ
ば
社
会
体
育
施
設
と
し

て
の
貸
出
し
は
今
後
も
可
能
で
あ

る
。
た
だ
し
、
空
調
設
備
使
用
料

の
徴
収
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

 

中
学
校
の
「
夏
の
学
習
会
」

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大
学
生
も
か

か
わ
る
な
ど
素
晴
ら
し
い
取
組
で

あ
る
。
ま
た
、「
子
ど
も
の
居
場

所
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
団
体
が
す

で
に
稼
業
日
に
は
子
ど
も
た
ち
の

無
料
学
習
室
を
開
催
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
取
り
組
み
が
夏
休
み
に

も
地
域
の
力

で
広
が
っ
て

い
く
よ
う
に

町
の
支
援
を

望
む
。

　
ま
た
、
来

年
夏
か
ら
空

調
設
備
が
設

置
さ
れ
る
小

学
校
体
育
館

が
夏
季
休
業

中
も
有
効
活

用
さ
れ
る
こ

と
を
願
う
。

町
の
安
全
・
安
心
な
環
境

づ
く
り
の
推
進

問 

月
輪
交
差
点
か
ら
宮
前
小

学
校
の
区
間
の
歩
道
は
中
学
生

の
自
転
車
と
歩
い
て
登
校
す
る

小
学
生
が
混
在
し
て
い
る
が
、

要望

拡
幅
が
で
き
な
い
か
。

答 

建
物
が
隣
接
す
る
場
所
が
複

数
あ
り
現
実
的
に
は
難
し
い
。
今

後
も
通
学
マ
ナ
ー
の
指
導
、
ル
ー

ル
の
徹
底
を
継
続
し
て
い
く
。

　

 

教
育
委
員
会
、交
通
指
導
員
、

先
生
方
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
の
交

通
安
全
指
導
の
尽
力
に
頭
が
さ
が

る
。
今
後
も
工
夫
で
き
る
こ
と
が

あ
れ
ば
相
談
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

問
「
滑
川
町
役
場
北
」
交
差

点
等
、
通
学
路
の
信
号
を
歩
者

分
離
信
号
に
変
更
で
き
な
い
か

と
い
う
要
望
が
あ
る
。

答 

歩
者
分
離
信
号
は
歩
行
者
保

護
の
観
点
で
有
効
で
あ
る
が
、
交

通
渋
滞
な
ど
で
地
域
住
民
の
生
活

に
影
響
が
出
る
可
能
性
も
あ
る
な

ど
交
通
状
況
へ
の
留
意
が
必
要
と

考
え
る
。
今
後
、
地
域
住
民
の
意

見
を
勘
案
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
東

松
山
警
察
署
へ
の
要
望
を
検
討
す

る
。問 

つ
き
の
わ
駅
北
口
無
料
駐

輪
場
の
敷
砂
利
を
舗
装
し
て
駐

輪
位
置
を
明
確
に
す
る
な
ど
、

整
備
が
で
き
な
い
か
。

答 
舗
装
等
一
定
規
模
以
上
の
整

備
予
定
は
な
い
。
掲
示
等
の
啓
発

要望

活
動
、
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
適
正
な

利
用
の
推
進
に
今
後
も
努
め
る
。

　

 

今
後
、
改
善
方
法
な
ど
住
民

の
皆
さ
ま
か
ら
提
案
さ
れ
た
場
合

は
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の

回
収
に
つ
い
て

問 

ど
の
よ
う
な
家
電
に
使
用

さ
れ
て
い
る
か
。

答 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
電
気
カ

ミ
ソ
リ
、
ハ
ン
デ
ィ
フ
ァ
ン
、
電

子
た
ば
こ
な
ど
多
種
多
様
な
製
品

に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

問 

事
故
を
起
こ
さ
な
い
注
意

点
は
。

答 

強
い
衝
撃
や
高
温
に
長
時
間

放
置
し
な
い
、
取
扱
説
明
書
を
読

み
正
し
く
使
用
す
る
。
分
解
な
ど

し
な
い
。

問 

廃
棄
方
法
は
。

答 

小
型
家
電
製
品
は『
金
属
類
』

の
日
に
排
出
す
る
。
電
池
や
バ
ッ

テ
リ
ー
は
取
り
外
し
可
能
な
も
の

は
取
り
外
す
。
取
り
外
し
困
難
な

も
の
は
放
電
し
『
金
属
類
』
の
日

に
排
出
す
る
。
バ
ッ
テ
リ
ー
が
膨

張
し
て
い
る
な
ど
不
安
定
な
も
の

は
小
川
地
区
衛
生
組
合
に
自
己
搬

入
を
お
願
い
し
て
い
る
。

要望

森もり自習室（チーム森もり）ぷらっと（あんど）
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阿阿
あ べあ べ

部部  弘弘
ひろあきひろあき

明明  議員議員

出席扱いや給食の支援を
行っている

不登校児童・生徒、保護
者への支援を問

答

問 

町
の
不
登
校
者
数
は
２
０

２
４
年
に
小
学
校
8
人
、
中
学

校
38
人
。
中
学
校
で
は
４
年
間

で
倍
近
く
増
加
し
た
。
中
学
で

は
学
習
支
援
室
「
つ
ぼ
み
」
の

設
立
な
ど
対
策
を
強
化
し
て
い

る
。
教
員
は
家
庭
訪
問
な
ど
努

力
を
し
て
い
る
。
さ
ら
な
る
改

善
を
求
め
る
。
第
一
に
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
の
費
用
の
支
援
な
ど

行
き
渋
り
や
不
登
校
で
悩
ん
で

い
る
子
ど
も
や
保
護
者
へ
の
支

援
。
第
二
に
忙
し
す
ぎ
る
学
校

の
解
消
な
ど
子
ど
も
が
「
通
い

た
く
な
る
よ
う
な
学
校
」
に
す

る
事
。

答 

町
で
は
相
談
で
き
る
多
様
な

体
制
と
窓
口
を
確
保
し
て
い
る
。

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
直
接
的
な

財
政
支
援
は
行
っ
て
い
な
い
が
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
通
学
者
に
対
し
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
出
席
扱

い
や
給
食
費
無
償
化
な
ど
の
支
援

を
し
て
い
る
。「
つ
ぼ
み
」
の
小

学
校
へ
の
設
置
は
必
要
に
な
っ
た

際
に
は
検
討
す
る
。
子
ど
も
が
通

い
た
く
な
る
学
校
づ
く
り
の
た
め

に
は
、
教
職
員
の
取
り
巻
く
環
境

を
整
備
し
、
子
ど
も
と
向
き
合
う

時
間
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

地
下
軍
事
工
場
を
発
掘
し

た
滑
川
高
校
の
「
部
報
」

の
保
存
を

問 

高
市
首
相
は
台
湾
有
事
で

日
本
が
参
戦
す
る
意
思
表
示
を

示
し
た
。も
は
や「
戦
争
前
夜
」

の
様
相
だ
。
敗
戦
間
際
、
政
府

は
「
本
土
決
戦
」
を
宣
言
し
、

軍
事
施
設
な
ど
の
「
疎
開
」
を

決
定
し
た
。
そ
の
疎
開
先
に
比

企
地
域
が
選
ば
れ
た
。
そ
の
一

つ
が
福
田
の
「
地
下
軍
事
工

場
」
だ
。
こ
れ
ら
を
調
査
し
た

記
録
が
滑
川
高
校
郷
土
部
に
よ

り
「
部
報　
比
企
」
全
7
巻
と

し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
町
は
こ

れ
ら
資
料
の
保
存
に
努
め
る
べ

き
だ
。
ま
た
、
福
田
の
地
下
壕

の
穴
は
現
在
、
確
認
で
き
る
３

か
所
の
保
存
と
そ
の
歴
史
を
知

ら
せ
る「
説
明
板
」の
設
置
を
。

答 「
部
報
比
企
」
を
図
書
館
で
の

所
蔵
を
検
討
す
る
。
福
田
の
「
地

下
軍
事
工
場
跡
地
」
の
案
内
板
設

置
は
困
難
。

災
害
時
「
要
配
慮
者
」
の

避
難
支
援
を

問 

災
害
時
犠
牲
に
な
る
多
く

が
高
齢
者
、障
が
い
者
等
の「
要

配
慮
者
」
だ
。
福
祉
避
難
所
の

充
実
を
。

答 

現
在
、
町
内
の
民
間
の
指
定

福
祉
避
難
所
は
5
か
所
。
受
け
入

れ
人
数
は
１
７
０
名
。
個
別
避
難

計
画
の
作
成
時
に
本
人
・
家
族
と

避
難
経
路
を
事
前
に
把
握
し
、
支

援
体
制
を
構
築
す
る
。
情
報
把
握

は
担
当
課
で
行
う
。
連
絡
体
制
は

個
別
避
難
計
画
で
定
め
る
。
妊
産

婦
や
乳
幼
児
、
外
国
人
の
状
況
は

各
担
当
課
で
把
握
す
る
。

水
道
・
下
水
道
・
国
保
税

の
値
上
げ
抑
制
策
を

問 

物
価
高
騰
に
加
え
て
来
年

度
か
ら
町
の
上
下
水
道
料
金
、

国
保
税
の
値
上
げ
が
行
わ
れ

る
。
そ
の
影
響
額
と
そ
の
影
響

を
抑
え
る
た
め
の
施
策
を
。

答 

水
道
料
金
が
約
30
％
、
下
水

道
（
公
共
・
農
業
集
落
排
水
）
で

約
25
％
の
負
担
増
。
影
響
緩
和
策

は
な
い
。
国
保
税
は
国
保
加
入
者

1
人
当
た
り
平
均
７
６
８
４
円
。

1
世
帯
当
た
り
1
０
７
5
８
円
の

引
き
上
げ
。
町
独
自
の
新
た
な
減

免
制
度
を
設
け
る
考
え
は
な
い
。

現在の地下壕の入口
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上上
う え のう え の

野野  葉葉
は づ きは づ き

月月  議員議員
安全区域だから進めている

新コミセン立地は災害対
策基本法の安全区域か問

答

問 

災
害
対
策
基
本
法
に
緊
急

避
難
場
所
の
指
定
が
定
め
ら
れ

て
お
り
、
原
則
と
し
て
安
全
区

域
内
の
立
地
が
求
め
ら
れ
る
。

浸
水
想
定
区
域
・
土
砂
災
害
警

戒
区
域
な
ど
は
安
全
区
域
に
該

当
し
な
い
。
２
０
２
２
年
ま
で

の
箱
物
を
極
力
作
ら
な
い
方
針

で
あ
れ
ば
、
浸
水
想
定
区
域
内

に
災
害
対
策
本
部
で
あ
る
役
場

を
含
め
、
避
難
所
が
あ
る
こ
と

も
や
む
を
得
な
か
っ
た
。
し
か

し
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
新
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
予

定
地
は
浸
水
想
定
区
域
に
囲
ま

れ
た
土
地
で
、
支
流
か
ら
の

バ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
可
能
性

も
あ
る
。
新
コ
ミ
セ
ン
の
立
地

は
、
安
全
区
域
内
か
。

答 

中
堀
川
は
堤
防
の
な
い
構
造

で
決
壊
し
な
い
。
予
定
地
は
中
堀

川
よ
り
１
．
６
ｍ
高
く
、
浸
水
想

定
区
域
外
で
立
地
に
適
す
る
。

問 

避
難
ル
ー
ト
等
も
考
え
る

べ
き
。
町
長
に
伺
う
。
安
全
区

域
か
否
か
の
言
葉
で
答
え
て
ほ

し
い
。

答 

そ
の
通
り
考
え
る
か
ら
進
め

て
る
。
大
丈
夫
だ
と
、
こ
の
計
画

を
作
っ
て
い
る
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
色
付
き

区
域
内
の
避
難
所

問 

川
沿
い
で
立
地
が
似
て
い

る
東
松
山
市
立
市
の
川
小
学
校

は
、
指
定
緊
急
避
難
場
所
だ
が

「
水
害
時
利
用
不
可
」
だ
。
似

た
立
地
な
の
に
滑
川
町
は
避
難

施
設
と
な
り
う
る
公
共
施
設
を

一
極
集
中
さ
せ
る
。
こ
の
判
断

の
違
い
は
何
か
。

答 

市
野
川
小
は
二
辺
を
堤
防
が

あ
る
市
野
川
に
囲
ま
れ
て
い
る
。

新
コ
ミ
セ
ン
は
一
辺
が
小
規
模
な

中
堀
川
に
接
し
決
壊
の
心
配
は
な

い
。
立
地
は
全
く
異
な
る
。

接
面
道
路
冠
水
で
も
避
難
所
に

問 

東
松
山
市
『
令
和
元
年
東

日
本
台
風
水
害
対
応
に
関
す
る

検
証
報
告
書
』
に
、
北
中
北
側

の
滑
川
が
増
水
し
周
辺
道
路
が

冠
水
し
始
め
た
、
浸
水
想
定
区

域
外
で
も
河
川
付
近
に
立
地
す

る
施
設
は
水
害
時
に
開
設
す
る

避
難
所
と
し
て
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
、
と
書
か
れ
て
い
る
。

２
０
２
４
年
８
月
７
日
の
集
中

豪
雨
で
、
月
小
は
西
側
と
北
側

道
路
が
最
大
１
４
０
㎝
程
度
冠

水
し
、
住
民
調
査
で
は
21
台
が

廃
車
、
床
上
床
下
浸
水
の
被
害

も
出
た
。
避
難
所
の
位
置
づ
け

を
検
討
し
直
す
考
え
は
。

答 

草
が
側
溝
の
穴
を
塞
い
だ
事

等
も
重
な
り
、
浸
水
が
起
こ
っ

た
。
月
小
へ
の
浸
水
は
な
く
、
周

辺
側
溝
に
グ
レ
ー
チ
ン
グ
蓋
等
を

設
置
す
る
事
に
よ
り
、
浸
水
危
険

度
は
大
幅
に
低
く
な
る
た
め
避
難

所
の
指
定
に
影
響
は
な
い
。

問 

過
去
の
冠
水
記
録
な
ど
、

周
知
が
必
要
。
検
討
は
。

答 

浸
水
履
歴
を
掲
載
し
て
周
知

し
て
い
く
。

総
合
運
動
公
園
ナ
イ
タ
ー
設
備

問 

い
ま
だ
復
旧
さ
れ
て
い
な

い
が
、
計
画
は
。

答 

電
源
ケ
ー
ブ
ル
の
盗
難
・
破

損
後
、
ト
イ
レ
浄
化
槽
等
の
管
理

棟
部
分
は
修
繕
済
み
。
ナ
イ
タ
ー

設
備
は
次
年
度
当
初
予
算
で
原
状

復
帰
の
修
繕
分
を
要
求
済
。
今
後

は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
検
討
。
工
事
着

手
の
時
期
は
未
定
だ
が
、
工
事
内

容
・
経
費
の
算
定
・
補
助
金
等
財

源
を
確
認
し
、
予
算
措
置
お
よ
び

事
業
着
手
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
検
討

し
て
い
る
。

　

 

施
設
に
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費

が
必
要
。
新
し
い
施
設
を
作
る
よ

り
も
、
既
存
施
設
に
何
か
起
こ
っ

た
際
に
復
旧
す
る
対
応
を
し
っ
か

り
行
っ
て
ほ
し
い
。

要望

計
画
の
硬
直
性

問 

昭
和
50
年
代
の
計
画
を
、

駅
周
辺
の
人
口
増
加
、
近
年
の

水
害
増
加
も
勘
案
せ
ず
に
継
続

す
る
。
町
長
が
掲
げ
る
「
役
場

周
辺
に
一
極
集
中
」
方
針
は
、

ど
の
時
点
の
社
会
状
況
を
見
て

決
定
し
て
い
る
の
か
。

答 

昭
和
50
年
代
の
総
合
振
興
計

画
に
シ
ビ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
構
想
、
そ

の
時
々
の
社
会
情
勢
を
勘
案
し
見

直
し
改
正
を
行
い
、
現
在
ま
で
計

画
通
り
進
め
て
い
る
。

問 

で
は
、
次
の
50
年
は
ど
う

考
え
る
か
。
高
度
経
済
成
長
期

で
は
な
く
、
人
口
減
少
・
縮
小

社
会
に
な
る
。
公
共
施
設
は
今

の
ま
ま
で
は
保
持
が
難
し
い
。

現
在
国
等
か
ら
も
提
言
さ
れ

る
、
施
設
の
複
合
化
・
リ
ス
ク

分
散
の
た
め
の
分
散
配
置
・
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
、
こ
れ

ら
新
し
い
要
素
を
都
市
計
画
・

施
設
計
画
に
入
れ
る
考
え
は
な

い
の
か
。
町
長
に
聞
く
。

答 

私
も
役
場
で
40
年
、
そ
の
都

度
の
変
化
に
応
じ
な
が
ら
仕
事
を

し
て
き
た
。
そ
れ
を
変
え
る
の
は

自
分
で
進
め
た
仕
事
を
否
定
す
る

こ
と
に
な
る
。



次の定例会予定は

３月３日（火）～

12月議会の概要を取りまとめた本号をお届けするにあたり、昨年を通して
日本を取り巻く環境が大きく変化したことを改めて痛感しております。
とりわけ、昨年の夏季には例年を大きく上回る猛暑が続き、住民生活、農
業、教育環境など多方面にわたり影響が生じました。議会においては、熱中
症対策の強化、学校施設および公共施設における空調設備の整備、暑熱リス
クへの長期的な対応策について、慎重かつ活発な議論を行いました。猛暑や
少雨の影響で山の木の実が不作になり、東日本周辺にクマの出没が相次ぎ、
過去最大の人的被害をもたらした年だったかと思います。
さらに全国的に大規模な豪雨災害や大規模火災の発生事例を受け、本町に
おいても防災・減災対策の重要性が一段と高まっております。今年は大きな災
害も無く、平穏で素晴らしい年になりますように祈っている所ではありますが、
災害は忘れた頃にやってきますので、防災に関する備えが大事になります。
季節柄、寒さが一段と厳しい時期でございます。皆様方におかれましては、
どうぞ健康に留意され、穏やかにお過ごしくださいますようお祈り申し上げ
ます。
本号が、読者の皆様に議会での審議内容や町政の方向性をご理解いただく
一助になれば幸いです。

（井上　章）

○�議会への町民の皆さんのご
意見・ご感想を募集します。
○�いただいたご意見・ご感想を
紙面に掲載させていただくた
め、議員よりご連絡を差し
上げることがございます。

«ご意見・感想はこちらまで»

↑�町のホームページ入力フォーム�
※�内容の欄に≪議会だより感想≫
と必ずご記入ください。
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この広報はこの広報は、、再生紙を使い再生紙を使い、、議員の自主編集で発行議員の自主編集で発行しています。しています。
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皆さんの声を
聴かせてください！

表紙の写真　繭だんご　桑木に飾り　小正月（なめがわ郷土かるたより）
　この札は、小正月になると繭だんごを桑の枝に飾り、豊作を祈るという行事を描いています。
　繭だんご飾りは、米粉などで作っただんごを蚕の繭に見立て、木の枝にたくさんつけて飾るものです。
　これらは、「今年一年、この枝に飾られた繭玉のように、たわわに、大きく、
たくさんの繭が収穫できますように」という養蚕の豊作を願う予祝（よしゅく、
前もって豊作の形を作り、実現を祈る儀式）の意味が込められています。
　滑川町は、かつて養蚕（カイコを飼って繭をとる仕事）が地域経済、生活の
中心のひとつでした。しかし、昭和末期から養蚕業は急激に衰退し、カイコの餌
となる桑を育てる桑畑も、現在町内ではほとんど確認できません。
　こうした背景から、繭だんご飾りもかつては地域で盛んだったものの、近年は
家庭で行われることは少なくなりました。こういった伝統行事を継承していくこと
が大切だと思います。

編集後記

本年もよろしくお願い申し上げます本年もよろしくお願い申し上げます

滑川町マスコットキャラクター
ターナちゃん
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